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2.｢WRITE-III｣のインストールとソフトファイルの準備

 

 

 

1.ソフトの入手方法 
 
S500 ソフトインストール用アプリケーション「WRITE-III」（以下WRITE-III）はインターネットを使用し、ダ
ウンロードしてお使いいただけます。 
 

1-1｢WRITE-III」のダウンロード

弊社ホームページの「ソフトダウンロードページ」の「パソコン用ソフト/ドライバー/マニュアル」欄にある[WRITE-III
Ver4.23」をダウンロードします。 

 

1-2 診断ソフトのダウンロード 
弊社ホームページより、アップデートする診断診断ソフトもこの時にダウンロードしてください。 

 

[DOWNLOAD]をクリックし、
保存します。
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1-3 ファイルの解凍作業 
 

1. 

ダウンロードしたファイルは右の「解凍前」のよ
うにフォルダにファスナーがついたアイコンにな
っています。これを解凍することで、ファスナー
のないフォルダのアイコンになります。 
※アイコンはWindowsの標準的なアイコンです。
解凍ソフトなどがインストールされたパソコンで
はアイコンが違う場合があります。 

 

 

解凍前 解凍後 

 

2. 圧縮ファイルを解凍します。 

 

 
 

2. 解凍後、フォルダの中は右のようになります。 

 



2.｢WRITE-III｣のインストールとソフトファイルの準備

 

 

 

2.「WRITE-III」のインストールとソフトファイルの準備 
 

2-1「WRITE-III」のインストール開始

 

1. 先ほど解凍作業が完了したファイルの中から、
「WRITE-III_423_TP.msi」を起動（ダブルクリ
ックまたは、右クリック-開く）させます。 

 

 

2. 
インストールウィザードが開始されます。 
[Next >]をクリックしていインストールを開始し
ます。 

 

 

 

3. 

しばらくするとインストールが完了しますので、
[Finish]をクリックして終了します。 
終了後デスクトップに「WRITE-III_423TP」（下
記アイコン参照）ができます。 

 
 

 

[Next>]をクリックします。

[Next>]をクリックします。 

「WRITE-III_423_TP.msi」
を起動（ダブルクリックまたは、
右クリック-開く）します。 
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3.「WRITE-III」使用方法 
 

 
注意 

初めてS500 をパソコンに接続するとき、USB 接続の場合、ドライバーのインストールが必要にな
ります。 

ドライバーは弊社ホームページのサポートページからダウンロードできます。ファイルは圧縮され
ていますので、必ず解凍作業を⾏って下さい。 

 

 

3-1 S500 の接続（UBS 接続の場合）

 
 

1. 
S500 本体に接続ケーブル（USB-CABLE）とAC
電源アダプター（S500-AC-C）を接続します。
AC 電源アダプター（S500-AC-C）の片側をAC
コンセントに接続します。 

 
 

 2. 接続ケーブル（USB-CABLE）をパソコンに接続
します。 

 
 

 3. S500 の電源スイッチで電源を入れます。 

 
 

各ポートに接続します。

パソコンのUSB ポートへ接
続します。

電源スイッチをON にします。



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 
 

4. 
接続して電源をON にすると、Windows の画面
に「新しいハードウェアが⾒つかりました。」と
ポップアップが表示されますので、このポップア
ップをクリックします。 

 

 

5. 

先ほどのポップアップをクリックすると、「新し
いハードウェアの検索ウィザード」が開始されま
す。この最初の画面では、Windows Update で
のドライバーの検索を⾏うか聞いてきますので、
「いいえ、今回は接続しません。（D）」のラジオ
ボタンをクリックして 
[次へ(N)>]をクリックします。 

 

 

6. 
次にドライバーのインストール方法について選択
します。ここでは「一覧または特定の場祖からイ
ンストールする（詳細）（S）」のラジオボタンを
ON にして[次へ（N)]をクリックします。 
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7. 
インストールするドライバーの場所を選択します。
①の「次の場所を含める（O）」にレ点を入⼒し、
②の[参照(R)]ボタンをクリックします。 

 

8. 
フォルダの参照画面が表示されますので、S500
のUSB ドライバーのある場所を選択し、[OK]を
クリックします。 

 
 

 

9. 
「次の場所を含める（O)」欄に先ほど選択した場
所が入⼒されているのを確認して[次へ（N)]をク
リックします。 

 



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

10. Windows がドライバーを検索してインストール
を開始します。 

 

11. 
インストールが完了すると、右のような表示にな
ります。[完了]をクリックして、ウィザードを終
了します。 

 

 

3-2 S500 の接続（RS-232C 接続の場合）

1. 

S500 本体に接続ケーブル（S500-232C-C）と
AC 電源アダプター（S500-AC-C）を接続します。
AC 電源アダプター（S500-AC-C）の片側をAC
コンセントに接続します。 
※本体USB コネクタは現在使用できません。
「RS-232C」と書かれた○型コネクタを使用しま
す。 

 

各ポートに接続します。
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2. 

接続ケーブル（S500-232C-C）をパソコンに接
続します。 
※パソコンにシリアルポート（RS-232C 9 ピン
ポート）が装備されていないパソコンの場合は、
市販のUSB変換ケーブルもお使いいただけます。
その場合、USB 変換ケーブルのドライバーをイン
ストールして、ポートの確認をしてください。 

 

3. S500 の電源スイッチで電源を入れます。 

 

 

電源スイッチをON にします。

パソコンのRSー232C ポー
トへ接続します。



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

3-3 S500 の準備 
 

1. 
電源を入れると初期画面が表示されます。 
[ENTER]キーで実⾏します。 

 

  

3. メインメニューが表示されたら▲▼キーでダウン
ロードを選択して[ENTER]キーで実⾏します。 

 

 

4. 
「待機中」というメッセージが表示され、S500
がパソコンと通信可能な状態になります。 
パソコンで、WRITE-III を起動してください。 
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3-4 ｢WRITE-III」の起動 
 

1. 

デスクトップに右のようなアイコンが作成されま
す。ダブルクリック（右クリック→開く）で
「WRITE-III」をスタートします。 
※S500 本体をパソコンに接続し、電源をON で
あることを確認してください。  

 
 

2. 

S500 が接続されているパソコンのポートを設定
します。 
USB接続の場合はUSBをクリックして[OK]をク
リックします。また、RS232 ポートを使用する
場合は通信ポートを選択して[OK]をクリックしま
す。 
S500 との通信が可能になると、S500 の画面が
「実⾏中」にかわります。 

 
 

接続エラー：S500に電源が入っていない場合や接続ポートが違う場合は下のようなエラーが表示されます。 

   
 



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

3.“会員番号”はS500 本体裏にある“ID”を入⼒します。 

 
必ず半角で、入⼒してください。全角で入⼒した場合、エ
ラーが表示されます。 

１２３４ＡＢ 全角 

1234AB 半角 
 

 

入⼒エラー：会員番号（ID）がS500本体の番号と一致しない場合に下の
ようなエラーが表示されます。 

 
 

 
 

3-5 ｢WRITE-III」の出来ること

・本体、OS、アプリ情報 
 現在のS500 のOS、アプリ（診断ソフト）のバ
ージョンが表示されます。 

・OS、CG、アプリの書込み、削除 
OS、CG、アプリを書込み、削除します。 

・使用者情報書込み 

使用者情報を入⼒し、S500 本体に書込みます。 
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メッセージエリア 
メッセージエリアには、書込むソフトの情報や、書込み
の状態が表示されます。 

 

3-6 ｢WRITE-III」の設定（使用者情報の書込み）

1. 

[使用者情報の書込み]をクリックすると、S500
本体に使用者の情報を書込む事ができます。 
使用者情報に必要事項を入⼒、確認し、[使用者
情報書込み]ボタンをクリックします。 

 

2. 
使用者情報をS500 に書込みます。 
準備が整いましたら[OK]をクリックします。 

 

メッセージエリア 



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

3. 
使用者情報の書込みが完了しましたら右のような
ウィンドウが表示されます。 
[OK]をクリックします。 

 

 

ユーザー情報の書込みが完了しましたら、次はOS・診断ソフトの書込みにうつります。 

次にページへ進んでください。 

 

3-7 OS・診断ソフトの書込み（OS 編） 

1. 

解凍作業の終わった診断ソフトを書込みます。も
し、アップデート時にOS もバージョンアップさ
れていた場合ははじめにOS から書込みます。こ
こでは、OS１，２をはじめに書込むところから
説明します。 
※この作業はOS がバージョンアップした場合の
み⾏います。OS の変更がなく、診断ソフトだけ
アップデートしている場合は必要ありません。 

 

[OS、CG、アプリの書込み、削除]を
クリック



3.｢WRITE-III｣のアンインストール 

 

 16

 

2. 画面右側にある [ソフトファイル選択]をクリッ
クします。 

 

3. 
「ソフトファイル選択ダイアログ」が表示されま
すので、[ソフトファイルの選択]をクリックしま
す。 

 
 

4. 

「ファイルを開く」画面が表示されますので、ダ
ウンロードしたファイルの中からOS1 を選択し
て[開く]をクリックします。 
※時期により「S500_OS1_」の後の数字は変わ
ります。 

 

[S500_OS1・・・]をクリック

[ソフトファイル選択]をクリック

[ソフトファイルの選択]をクリック



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

5. 

OS、OG、アプリの書込み欄に選択したファイル
名が表示されます。 
確認後[書込み開始]をクリックします。また、個々
で違うファイルを選択してしまった場合は、[書
込み解除]をクリックすることで、ソフトファイ
ルの選択が可能になります。 
OS、CG、アプリ書込み欄の内容は以下のように
なります。 

file pass ファイルのある場所とファイル名

Soft type ソフトの名前（OS1、トヨタ、等）

Ver バージョン 
 

 

6. 

確認画面が表示されます。書込み中はの注意を必
ず守ってください。 
[OK]をクリックします。 
※書込み中に電源を切ったり、ケーブルの接続を
解除すると、S500 が故障します。 

 

7. 書込み作業がはじまります。 

 

8. 

書込みデータの転送が正常に終了すると、右の仮
面が表示されます。この後、S500 の内部処理が
始まりますので、S500 はそのまま操作しないで
ください。 
[OK]をクリックします。 

 

確認後、[書込み開始]をクリック 
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パソコン上で書込みが完了が表⽰されても、S500 本体は作業を終了していません。 
S500 本体は作業が終了すると⾃動的に再起動します。S500 本体が作業を終了するまで、
「WRITE-III」を終了（閉じるボタン）しないでください。 

 
 

 
 

9. 

パソコンの処理が完了すると、S500 の内部処理
が開始され、下の画面のようになります。 
ベリファイが終了すると、S500 は自動的に再起
動しますので、もう一度、[メインメニュー]- 
[ダウンロード]と進めていき、「待機中」の画面が
表示した状態まで進めてください。続いて「OS2」
の書込みを⾏います。 
ベリファイ終了後、以下の画面が表示されます。
これは、OS2のバージョンが古い場合に表示され、
この後、OS2 を書込むことで、表示されなくなり
ます。[ENTER]ボタンを押して下さい。 

 

 

 
 

10. 

「OS1」の書込みが完了しましたので、つづいて
「OS2」の書込みを開始します。 
「OS1」の時と同様、[OS、CG、アプリの書込
み、削除]をクリックします。 

 

[OS、CG、アプリの書込み、削除]を
クリック



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

11. 画面右側にある [ソフトファイル選択]をクリッ
クします。 

 

12. 
「ソフトファイル選択ダイアログ」が表示されま
すので、[ソフトファイルの選択]をクリックしま
す。 

13. 画面右側にある [ソフトファイル選択]をクリッ
クします。 

 

確認後、[書込み開始]をクリック

[ソフトファイルの選択]をクリック

[ソフトファイルの選択]をクリック
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14. 
「ソフトファイル選択ダイアログ」が表示されま
すので、[ソフトファイルの選択]をクリックしま
す。 

 

15. 

今度は、「OS2」を書込みますので、
「S500_OS2・・・」を選択して[開く]ボタンを
クリックします。 
※時期により「S500_OS2_」の後の数字は変わ
ります。 

 

16. 

OS、OG、アプリの書込み欄に選択したファイル
名が表示されます。 
確認後[書込み開始]をクリックします。また、個々
で違うファイルを選択してしまった場合は、[書
込み解除]をクリックすることで、ソフトファイ
ルの選択が可能になります。 
OS、CG、アプリ書込み欄の内容は以下のように
なります。 

 

17. 
「OS2」の書込みが完了しましたら、次は「診断
ソフト」の書込みを⾏います。今回の「OS2」の
書込みでは、再起動は⾏いませんので、そのまま
診断ソフトの書込みを開始できます。 

 

確認後、[書込み開始]をクリック 

[ソフトファイルの選択]をクリック

[S500_OS2・・・]をクリック



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

 

3-8 OS・診断ソフトの書込み（診断ソフト編） 
 

1. 

OS の書込みが完了しましたら、今度は、「診断ソ
フト」を書込んでいきます。今回から、「診断ソ
フト」の一部に限り、一括で書込みが出来るよう
になりました。ここでは、一括で書込む方法と、
今までと同じく1つずつ書込む方法を説明します。
※一括書込みの場合、「書込みエリア（バンク）」
の選択はできません。一括書込み時の各エリアは
以下の用になります。 
 

 

2. 画面右側にある [ソフトファイル選択]をクリッ
クします。 

 

3. 

ここでソフトの書込み方法の選択になります。 
1.ソフトファイルを１つずつ書込みバンクを選択
して書込みたい場合は[ソフトファイルの選択] 
2.ソフトファイルを一括で書込みたい場合は[診
断ソフト一括書込み] 
それぞれの書込み方法が違いますので、どちらか
のボタンをクリックしてください。 
※「診断ソフト一括書込み」はソフトの書込みバ
ンクとメーカーが限定されます。 

 
 
 

[OS、CG、アプリの書込み、削除]を
クリック

[ソフトファイルの選択]をクリック

どちらか選択してクリック
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診断ソフト一括書込みの場合 

診断ソフト一括書込みの場合は、以下のように進めます。
※必ずダウンロードしたソフトファイルを解凍しておいて
ください。 
 
[1]診断ソフトのあるフォルダを選択します。 
[2]S500 へ書込みを開始します。 
[3]一括書込みで書込みされなかった診断ソフトを一つずつ
書込みます。（「一つずつの書込みの場合」を参照してくだ
さい。） 

一括書込みにおいてのS500 本体書込みエリア（バンク）の詳細 

※現時点での一括書込みは8 メーカーのみです。 
※一括書込みでは、OS1、OS2、CG は書込みません。[3-7 
OS・診断ソフトの書込み（OS 編）]を参考に書込んでく
ださい。 
※一括書込みはバンク0 からバンク7 までが対象です。
この表にないメーカーは一括書込み後、他のバンクに一
つずつ書込んでください。 

書込みエリア（バンク） メーカー名 

0 日産 

1 トヨタ 

2 三菱 

3 スバル 

4 ホンダ 

5 マツダ 

6 スズキ 

7 ダイハツ 
 

[診断ソフト一括書込み]をクリック 
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[1]診断ソフトのあるフォルダを選択します。 
診断ソフトがあるフォルダを選択して、[選択フォルダ内の
ファイルを書込む]ボタンをクリックします。 
この時、必ずなかのファイルが解凍済みであることを確認
しておいてください。 
※フォルダの中のファイルで各OS、CG はこの作業で書込
みされません。 
 

[2]確認画面が表示されますので、[OK]ボタンをクリック
するとS500 へ書込みを開始します。 
※この書込みでは、各OS、CG は書込みされません。 
※書込みは「一括書込みにおいてのS500 本体書込みエリ
ア（バンク）の詳細」のようにバンクとソフトは決められ
た場所に書込みされます。 
※診断ソフトの順番を変えたい場合は、「一つずつの書込み
の場合」を参照して書きこみを⾏ってください。 

[3]書込みが開始され、書込み状況が表示されます。 
※この時、パソコンで他の作業などはしないでください。
S500 の故障の原因になります。 

[4]一括書込みが完了しました。詳細をメッセージエリアで
確認して、書込まれていない診断ソフトを書込んでくださ
い。 

 

診断ソフトがあるフォルダをクリック
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一つずつの書込みの場合 

一つずつの書込みの場合は、以下のように進めます。 
※必ずダウンロードしたソフトファイルを解凍しておいて
ください。 
 
[1]診断ソフトファイルを選択します。 
[2]ソフトを書込むバンクを選択し書込みを開始します。 
[3]S500 へ書込みが完了します。 
[4][1]へ戻り繰り返します。 

[1]診断ソフトを選択します。 
WRITE-III を起動して「OS、CG、アプリの書込み、削除」
の画面を表示させ、[ソフトファイルの選択]ボタンをクリ
ックします。 

書込むソフトファイルを選択（⻘く反転）させ、[開く(C)]
をクリックします。 
 

[ソフトファイルの選択]をクリック 

[ソフトファイルの選択]をクリック

書込むソフトをクリック



3.｢WRITE-III｣の使用方法

 

 

[2] ソフトを書込むバンクを選択し書込みを開始します。
開いたファイルの場所、メーカー名、バージョンが表示さ
れましたら、書込みエリアの先端をして[書込み開始]ボタ
ンをクリックします。 

確認画面が表示されますので、確認事項を確認して[OK]
ボタンをクリックします。 

選択バンクが正しければ [OK]をクリックします。 

書込みが開始されます。 

[3] S500 へ書込みが完了します。 
書込みが完了しましたら、次の診断ソフトを書込みます。
([1]まで戻り、次の診断ソフトを書込みます。 

 
 

①書込むバンクをクリック 

②[書込み開始]をクリック 



3.｢WRITE-III｣のアンインストール 
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4.「WRITE-III」のアンインストール（削除） 
 
プログラムのアンインストール 
 

Windows 2000 の場合 
[スタート]->[設定]->[コントロールパネル]->[アプリケーションの追加と削除]から削除してください。 
 

Windows XP の場合 
[スタート]->[コントロールパネル]->[プログラムの追加と削除]から削除してください。 
 

Windows Vista の場合 
[スタート]->[設定]->[コントロールパネル]->[ プログラムの機能]から削除してください。 
 

Windows ７の場合 
[スタート]->[設定]->[コントロールパネル]->[プログラムの機能]から削除してください。 
 
 



付録

 

 

 

付録 
 
展開ウィザード（ZIP ファイルの解凍Windows XP の場合） 

展開の開始 

 

ファイルをリックすると、右のようなメニューが表示さ
れます。[すべて展開（A）]をクリックすると「展開ウィザ
ード」が開始されます。 

 

圧縮フォルダの展開ウィザードが開始 

 

[次へ（N）]クリックします。 

 

展開先の場所 

ウィンドウが変わり（図A）、展開（解凍）する場所を確認します。[参照（B）]をクリックすると図B のような
ウィンドウが表示され展開する場所を変更できます。変更がなければ[次へ（N）]をクリックします。 

  

 

展開の終了 

 

 
展開（解凍）が終了しました、中段の「展開されたファ

イルを表示する（H）」にクリックを入れて[完了]をクリッ
クするとウィンドウを閉じたあと展開したファイルが表示
されます。 
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